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第̎અ� ;͘͠·˱東ژΩϟϯϖʔϯ

第̏અ� ෱ౡ࢈௚ࢢɾ東๺̏ݝ;Δ͞ͱࢢ

第̐અ� ෩ධ෷১ʹ͚ͨ޲ඃ災̏ݝの༷ʑͳऔ૊

第̑અ� ϔϒϯΞʔςΟετඃ災஍派遣ۀࣄ

第̒અ�ʮಓͰ࡙͔ͤΑ͏東๺のՖʯϓϩδΣΫτ

第７અ� ਫૉΤωϧΪʔ׆༻ଅਐʹ͚ͨ޲࿈ܞ
ʢ東ژ౎ɾ෱ౡݝɾٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɾ
東ژ౎ࣾެڥ؀ʹΑΔڠऀ࢛ఆʣ

第̔અ� ඃ災஍ԠԉπΞʔ

第̕અ� 東ژ���� ΦϦϯϐοΫɾύϥϦϯϐοΫ
൐͏औ૊ʹ࠵大ձ։ٕڝ

第ø÷અ� εϙʔπΛ௨ͨ͡ඃ災஍ަྲྀۀࣄ

第øøઅ� ඃ災஍へのओͳϓϩδΣΫτࢧԉۀࣄҰཡ
ʢྩ࿨̐೥౓࣌఺ʣ

東๺ ৓ɾ෱ౡٶखɾؠ　ݝ3 ;Δ͞ͱ市　　東京ϝτϩۜ࠲Ӻ（令和 4年）
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
東日本大震災風化防止イベントは、青森県、岩手県、宮城県、福島県及び東京都が連携し、首都圏において

被災地域の復興状況や取組等について情報発信を行うことで、東日本大震災の風化防止や被災地に対する継続
的な支援を呼び掛けることを目的としたイベントである。

従来、都内のイベント会場において、各都県知事による対談や被災地ゆかりの著名人のステージイベント、
県産品の販売等を実施していたが、コロナ禍においては特設サイトの開設や SNS の活用等、オンラインをベ
ースとしたコンテンツの取入れ等、様々な方法で開催している。

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
震災直後から、都は被災県に職員を派遣し、現地の復旧・復興を下支えしてきたが、震災５年目の平成 27

年度に入り、被災地の復興は道半ばにあるにも関わらず、首都圏では震災記憶の風化、都民の復興支援意識の
希薄化が懸念された。

そのため、同年度から毎年「震災時の状況」「被災地の現状」を都知事が訴えるイベントを開催し、都民の
震災への関心を高め、被災県産品の消費応援や震災への理解を深める新たな復興支援をしていくこととした。

一方、被災４県も、都内で震災記憶の風化防止や復興支援を訴求する「復興フォーラム」を開催してきた。
都のイベントと被災４県のイベントは、復興応援をする側と復興支援を求める側という立場の相違はあるが、
同じ開催趣旨であるため、平成 28 年度以降は、同日、同会場でのイベント開催を行うこととした。

令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により中止となった。
令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、オンライン・オフラインを併用したハイブリ

ッド形式でイベントを実施した。

ᾇ͜Ε·Ͱの։࠵ঢ়گʢฏ੒ ��೥౓Ҏ߱ʣ

開催年度 日時 場所 参加人数

平成 28年度 平成 29年 3月 3日

東京国際フォーラム

約 350人

平成 29年度 平成 30年 2月 17日 約 5,000 人

平成 30年度 平成 31年 2月 10日 約 4,500 人

令和元年度 令和 2年 2月 16日 約 1,100 人

令和 2年度 中止

令和 3年度 オンライン：令和 4年 1月 21日～ 3月 21日
オフライン：令和 4年３月 5日～ 3月 11日

オンライン：特設サイト
オフライン：汐留シオサイト地下 歩道

オンライン：約 63,500 ビュー
オフライン：約 7,000 人

　都は、東日本大震災で甚大な被害を受けた岩手県、宮城県及び福島県を支援するため、各
局が持つノウハウや特色を活かし、環境、芸術文化、スポーツ、観光等あらゆる分野で被災
地の課題解決につながる多様な支援事業を展開してきた。それらの取組の一環を紹介する。

ୈ̍અɹ東日本大震災風化๷ࢭΠϕϯτ
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ᾈྩ࿨̏೥౓のঢ়گ

○開催日・会場
・オンラインイベントは、令和４年１月 21 日から３月 21 日まで実施した。
・オフラインイベントは、令和４年３月５日から３月 11 日まで、汐留シオサイト地下歩道（港区東新橋１

丁目付近）で実施した。

○主な内容
《オンラインイベント》

⃝各県・都知事からのメッセージ
　５都県知事からの復興に向けたメッセージを動画にして提供
した。

⃝各県ゆかりの著名人からのメッセージ
　各県ゆかりの著名人からの復興に向けたメッセージを動画に
して提供した。

青森県：坂本サトル（青森県出身　シンガーソングライター）
古坂大魔王（青森県出身　青森市観光大使・芸人）
RINGOMUSUME（ご当地アイドル）

岩手県：天津木村（岩手県在住　岩手暮らしアンバサダー　お笑
いタレント）
扇久保博正（岩手県久慈市出身　パラエストラ千葉ネッ
トワーク所属　総合格闘家）
大沢桃子（岩手県大船渡市出身　“縁歌の女神”　演歌シ
ンガーソングライター）
村上弘明（岩手県陸前高田市出身　いわて☆はまらいん
特使・俳優）

宮城県：岩田華怜（宮城県出身　みやぎ絆大使・女優）
山寺宏一（宮城県塩竈市出身　声優・俳優）

イϕンτप஌༻ϙελʔ Φϑϥインイϕンτͷ༷ࢠ（ࣚཹγΦαイτ）

ಛઃαイτ
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MONKEY MAJIK（宮城県在住　ミュージシャン）
福島県：大林素子（東京と福島の二地域居住　福島県「しゃくなげ大使」）

なすび（福島県出身　俳優・タレント）
あばれる君（福島県出身　お笑いタレント）

⃝その他
東北４県の魅力的な食材を紹介する「復“幸”の食卓」や、東北４県の朝市・魚市場の様子等を紹介す

る「東北ふれあいマルシェ紀行」等、復興にまつわる食のストーリーや被災地の今を感じられるコンテン
ツを提供した。

《参加型コンテンツ》
⃝東北チャージメシハッシュタグキャンペーン

Instagram に東北４県の食材やそれらを使った料理写真、メニュ
ーを投稿してもらい、その投稿者に抽選で県産品をプレゼントする
キャンペーンを行った。

⃝オンライン語り部
東日本大震災の伝承館や語り部団体による、震災体験のオンラインによる語り部を実施した。

団体名 開催日

「３．11みらいサポート」（語り部団体／宮城県石巻市） 令和４年２月 26日午前、午後（計２回）

「富岡町３・11を語る会」（語り人（べ）団体／福島県双葉郡富岡町） 令和４年３月５日午前、午後（計２回）

「いのちをつなぐ未来館」（防災学習施設／岩手県釜石市） 令和４年３月６日午前、午後（計２回）

⃝アンテナショップ周遊企画
東北４県のアンテナショップを周遊してもらうため、特設サイト上でクイズに答えオリジナルの壁紙を

スマートフォン等にダウンロードしてもらい、その壁紙をアンテナショップでの買い物の際に提示するこ
とで、ノベルティグッズをプレゼントする企画を実施した。

ΦンϥインޠΓ部（෋Ԭ町３ɾ11ΛޠΔ会）

ϋογϡλάΩϟンϖʔンը૾
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《オフラインイベント》
⃝東北４県エリア

震災や復興の記録をパネル展示や映像放映等で紹介するとともに、オンライン（特設サイト）上で公開
している映像も併せて放映した。なお、新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、物販については実
施しないこととなった。

⃝東京都エリア
都の被災地支援の取組等を紹介するとともに、被災地の今の姿を見せる VR 動画をモニターで放映した。

ύωルలࣔ౰೔ͷ༷ࢠ

73ಈըͷઆ໌౰೔ͷ༷ࢠ
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̍ɹ;͘͠·˱東京Ωϟϯϖʔϯ
東京都は、長年、福島県から電力や農水産物等、様々な恩恵を受けてきた経緯もあり、平成 24 年５月には

石原都知事（当時）の提案で関東地方知事会議が福島県で開催された。
会議における被災地復興支援の決議を機に、東日本大震災や原発事故等により大きな被害を受けている福島

県を応援するため、都内区市町村や鉄道事業者・金融機関等の民間団体等と連携して、都内各地で福島県産品
の販売と観光 PR を継続的に支援する「ふくしま⇔東京キャンペーン」を展開し、継続的な復興支援を行うこ
ととした。

なお、キャンペーン名にある「⇔」には、福島から東京へ、東京から福島へ、物や人が交流し、“つながる”
意味が込められている。

ᾇ಺༰

Ξɹమಓऀۀࣄ౳ͱ࿈ͨ͠ܞ෱ౡ࢈ݝ඼ͷൢച
鉄道事業者等と協力し、集客力の高い都内主要駅において、米、農林水産物等の福島県産品の販売や観光

PR を継続的に支援した。

ΠɹΠϕϯτ΍֗಄Ϗδϣϯ౳Λར༻ͨ͠෱ౡ࢈ݝ඼ͷ 13
都のイベントや都内の街頭ビジョン等において、福島県産品の販売や観光 PR、福島県制作の CM を放映した。

΢ɹ෱ౡݝओ࠵Πϕϯτͷੵۃతなप஌
専用ポータルサイトを開設し、福島県のイベントに関する情報等の積極的な周知を実施した。

ใ༻άοζ޿ ;͘͠·˱東京Ωϟンϖʔン　ઐ༻ϙʔλルαイτ

ୈ̎અɹ;͘͠·˱東京Ωϟϯϖʔϯ
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ᾈओなΠϕϯτのऔ૊࣮੷

主なイベント例は、次のとおりである。

・東京都
東京愛らんどフェア、東京都防災展、市場まつり、

東京マラソン祭り等のスポーツイベント、パネル展示、
大型ビジョンでの動画放映

・都内区市町村
あだち区民まつり（足立区）、区民ふれあいフェス

タ（世田谷区）、はむら水と花のまつり（羽村市）、青
梅産業観光まつり（青梅市）、東村山市民産業まつり（東
村山市）

・みずほフィナンシャルグループ
みずほ銀行内ロビーでの観光 PR 映像の放映、会員

メールマガジンでの福島県のイベントに関する情報の
発信等

・東京メトロ
三越前駅等での福島産直市の開催、広報紙へ福島県のイベントに関する情報を掲載

・東京ビッグサイト
国内最大級の危機管理産業展（RISCON TOKYO）において、被災地の今の姿を紹介するブース出展やパ

ネル展示を実施
・その他（民間団体・企業）

東京青年会議所と連携した支援イベント、復興イベント（FC 東京）

̎ɹ復興Ԡ援ϥϯν
都庁内の職員食堂で、被災３県産の食材を使ったメニューやご当地メニューを毎年３月 11 日に合わせて提

供し、風評被害払拭とともに消費拡大を図った。
なお、令和３年度は令和４年３月７日（月）から 11 日（金）までの５日間実施した。

都庁ࣷ内Ͱͷύωルలࣔ（令和３年౓）

ϝχϡʔͷҰྫܲΉͶ೑ͷ౜༲͛（ؠखݝ）
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
Ξɹഎܠɾ͖͔͚ͬ

福島県の風評被害払拭を目的とした都内主要駅における「駅ナカ」「駅チカ」での福島県産品の販売等のイ
ベントについて、鉄道会社から共催の申請があった。都でも、東日本大震災や原発事故等により大きな被害を
受けた福島県の一日も早い復興を願い、平成 24 年５月から「ふくしま⇔東京キャンペーン」を展開していた
ことから、鉄道会社と協定を締結し、その一つとして、「駅ナカ」「駅チカ」での福島県産品の販売を実施する
こととなった。

Πɹ಺༰
都内区市町村や鉄道事業者・金融機関等の民間団体等と連携し、都内主要駅において福島県産の旬の農産物

や特産品等の販売、県内の観光名所の紹介を行う「福島産直市」を実施してきた。
令和４年度からは「福島産直市」に岩手県、宮城県を加えた「東北３県ふるさと市」を東京メトロ銀座駅構

内で開催し、東北３県の農産物等の魅力を発信し、風評被害払拭を強力に推進している。

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
ᾇ෱ౡ࢈௚ࢢʢฏ੒ ��೥౓～ྩ࿨ݩ೥౓ʣ

本事業は、「福島産直市」という名称で平成 24 年
度から開始した。以降、令和元年度まで各年度数回
程度、各回数日にわたり、地下鉄や JR の駅等で開
催してきた。

しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、
各種イベントが中止される状況の中で、本事業も令
和２年度及び令和３年度は中止となった。

ʮ෱ౡ࢈௚市ʯ（+3ळ༿ݪӺʗฏ੒ 24年̓月 11೔）

ʮ෱ౡ࢈௚市ʯ（東京ϝτϩࡾӽલӺʗฏ੒ 29年 12月８೔） ʮ෱ౡ࢈௚市ʯ（都Ӧେށߐ線େ໳Ӻʗ令和ݩ年 10月３೔）

ୈ̏અɹ෱ౡ࢈௚ࢢɾ東๺̏ݝ;るさͱࢢ
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ᾈ東๺̏ݝ;るさͱࢢʢྩ࿨̐೥౓～ʣ

令和４年度は、「福島産直市」に、岩手県、宮城県を加えた「東北３県ふるさと市」として、新たに開催した。

〈令和４年度の概要〉
第１回
日　時：令和４年７月８日（金）から 14 日（木）まで

の７日間
場　所：東京メトロ銀座駅構内
内　容：・３県のアンテナショップ等に出店を依頼し、

農産物、地酒、銘菓等の名産品を販売した。
　　　　・各県観光 PR コーナーを設け、東北の美しい

自然、くつろぎの温泉など、東北の魅力あふ
れる観光情報を提供した。

　　　　・７月８日（金）及び９日（土）の２日間は、
福島産の桃等の販売にあたり、ミスピーチキ
ャンペーンクルーによる PR を行った。

　　　　・来場者に専用ゴーグルを着用してもらい、360 度 VR 映像により東北の今を体験する機会を設けた。

第２回
日　時：令和４年 11 月 12 日（土）から 17 日（木）

までの６日間
場　所：東京メトロ銀座駅構内
内　容：・３県に立地する人気の高い特産品の製造業者

等に出店を依頼し、銘菓、地酒、加工品等の
特産品を販売した。

　　　　・各県観光 PR コーナーを設け、東北の美しい
自然、くつろぎの温泉等、東北の魅力あふれ
る観光情報を提供した。

　　　　・「ロボットで福島を体験しよう」という DX
体験企画として、銀座会場とコミュタン福
島※をリアルタイムで繋ぎ、来場者が展示ス
ペースに配置したロボットを遠隔操作し、モニターを通して見学する取組を行った。

　　　　　※　放射線や環境問題を身近な視点から理解し、環境の回復と創造への意識を深めるための福島県
の施設である。田村郡三春町にある。

東日本大震災から 10 年以上が経過し、被災地の支援ニーズが変化している側面もあるが、一部の食材は今
なお根強い風評被害が残っている状況である。

都は引き続き国や被災地、関係各所と連携し、風評被害払拭を目的に被災地の魅力を広く発信するとともに、
消費拡大と交流・関係人口の拡大を目指す。

ʮ東๺３ݝ;Δ͞ͱ市ʯ（東京ϝτϩۜ࠲Ӻʗ令和 4年̓月 14೔）

ʮ東๺３ݝ;Δ͞ͱ市ʯ（東京ϝτϩۜ࠲Ӻʗ令和4年11月12೔）
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福島県、岩手県及び宮城県の被災３県は、東日本大震災に伴う風評の払拭に向け、農水産物など県産品の安
全・安心に係る情報や県の魅力を発信するなど、東京をはじめとした首都圏において様々な取組を進めている。
これらの取組について、各県東京事務所の職員から話を聞いた。

ୈ̐અɹ風ධ෷১に޲けͨඃ災̏ݝの༷ʑなऔ૊

１　福島県東京事務所
　福島県においては、国内外からのあたたかいご支援により、震災からの復興が着実に進んでいる
一方、避難指示が解除されていない地域もあるなど、同じ県内でも復興のスピードに大きな違いが
ある。また、震災から１０年以上が経過したが、依然として原発事故の風評に加え、震災記憶の風
化が進むなど未だ多くの課題を抱えている。
　県では、令和３年度に風評・風化戦略室を設置して全庁を挙げて風評払拭、風化防止に取り組ん
でおり、東京駅近くの「TOKYO TORCH Park」に TOKYO TORCH とコラボレーションしたオリ
ジナルカラーの巨大赤べこを設置するとともに、令和４年９月には新橋や有楽町、恵比寿など都内
要所で、県物産展や PR イベントを集中的に行う「まるごとふくしまウィーク」を実施した。このよ
うな機会を通じて、首都圏の方々に福島県への理解を深めていただけるよう取り組んでいる。
　その他にも、首都圏の自治体や企業にお声掛けいただき、各種イベントに東京事務所がブースを
出展し、物産や観光など福島の魅力発信を行っている。福島のイベントだからこそ足を運んでくだ
さる方もいるので、そういった方との「つながり」を大切にした取組を進めていきたいと考えている。

50,:0 503$) 1BSL ʹઃஔ͞Εͨڊେ੺΂ （͜ઍ代ా区）
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２　宮城県東京事務所
　宮城県では、県産品の PR として、
食の専門誌等に食材の紹介記事を掲
載したり、首都圏のレストランに食
材の提案を行う「食材提案会」を実
施している。その他、首都圏の料理
人を生産地に招き、実際に生産者か
ら話を聞いて、生産現場を見学して
もらう「みやぎ食材出会いの旅」を
実施し、生産現場を見ることにより、
宮城の食材を安心して使用していた
だけるよう努めている。また、実際
に首都圏のレストランで宮城県産品
の食材を使用したメニューを提供す
る「みやぎフェア」を実施し、宮城
県産品の PR と風評払拭を目指して
いる。その他、水産物の消費拡大を図るため、販路拡大の支援や各物産展等への出展を行っている。
　観光関係では、被災地の復興商店街を巡り、参加者に現状を学ぶ機会を提供するほか、被災地の沿
岸部と内陸部を繋ぐ取り組みや外国人観光客の誘客など、復興ツーリズムに取り組んでいる。

３　岩手県東京事務所
　近年においては、県内の放射線
量は低い値で安定しており、県産
食材等の放射性物質濃度検査の結
果、出荷制限等の解除が進んでい
る。しかし、一部の食材は未だ出
荷制限が継続している状況となっ
ているため、国のガイドラインや
県産食材の安全確保方針等に基づ
き、計画的な検査を実施し、その
結果を速やかに公表することで、
食材の安全安心の確保、風評被害
の防止を図っている。また、首都
圏のレストランのシェフ等に生産
現場を見学していただく「産地見
学会」やレストランのシェフと生
産者をマッチングさせる交流会、首都圏レストランにおける岩手県産食材フェア等を実施し、県産農
林水産物の安全・安心と魅力の発信に取り組んでいる。

ʮΈ΍͗৯ࡐग़会͍ͷཱྀʯͷ༷ࢠ

͍Θͯ৯Ͱͭͳ͕Ζ͏ϑΣΞ 2022
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
Ξɹഎܠɾ͖͔͚ͬ

平成 23 年、東日本大震災発災後に策定された「東京緊急対策 2011」で、「被災者に対する精神的ケアの
充実」として緊急対策の内容が示された。都では、東日本大震災により甚大な被害を受けた地域において、地
域コミュニティでの交流の場を作り、被災された方々に対して心を癒す取り組みを行うことにより、被災地の
復興を支援する「芸術文化を活用した被災地支援事業」を実施することとなった。

Πɹ಺༰
都はこれまで、都内で指定する公共の場所で音楽演奏やパフォーマンスを行うアーティストを「ヘブンアー

ティスト」として認定し、ライセンスを交付してきた。
東日本大震災を契機に、都は「芸術文化を活用した被災地支援事業」の一つとして、平成 23 年度から令和

３年度まで「ヘブンアーティスト」を被災地へ派遣する取組を行った。
具体的には、被災地の避難所や地域の祭り、商店街のイベントに延べ 102 組のヘブンアーティストを派遣

した。子供達からお年寄りまで多くの方々が集まり、ヘブンアーティストが繰り広げるアクロバット、ジャグ
リング、音楽演奏等のパフォーマンスを楽しんでいただきながら、芸術文化に触れる機会やコミュニティの交
流の場を創出した。

【主なジャンル】
①　パフォーマンス部門

アクロバット、ウォーキングアウト・足長、音楽パフォーマンス、紙芝居、クラウン・ピエロ、ジャグリ
ング、ダンス、パペット、バルーン、パントマイム・コメディ、マジック、和芸・口上芸　等

②　音楽部門
管楽器、弦楽器、打楽器、クラシック、ジャズ、邦楽、民族音楽　等

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
・派遣地

岩手県 大船渡市、釜石市、宮古市、陸前高田市、大槌町、山田町

宮城県 石巻市、岩沼市、栗原市、気仙沼市、仙台市、登米市、名取市、東松島市、女川町、加美町、七ヶ浜町、蔵王町、美里町、
南三陸町、山元町、亘理町

福島県 会津若松市、いわき市、郡山市、相馬市、田村市、二本松市、福島市、南相馬市、川俣町、新地町、富岡町、浪江町、楢葉町、
三春町、川内村、西郷村

˞令和̎年౓͸新ܕίϩφ΢イルεײછ঱֦େͷӨڹʹΑΓ࣮ࢪΛݟ߹Θͤ
˞令和３年౓͸新ܕίϩφ΢イルεײછ঱֦େͷӨڹͷͨΊ8&#഑৴ʹΑΓ࣮ࢪ

ୈ̑અɹϔϒϯΞʔςΟετඃ災஍೿ۀࣄݣ
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ϔϒンΞʔςΟετ8&#഑৴ެԋʮ͋Γ͕ͱ͏ʂ;͘͠·ʯ（令和４年）ݣ

தٕܳࡶࠃज़ஂ（தٕࡶࠃ）
େṀ町ʗฏ੒܊ดҏ্ݝखؠ） 23年）

)*#* ˒ $IB[[-,
佂ੴ市ʗฏ੒ݝखؠ） 25年）

ϋンΨʔϚン 	͓স͍ܳۂγϣʔ 

（෱ౡݝṘ༿町ʗฏ੒ 30年）

6-TUBHF（ͪΜͲΜύϑΥʔϚンε）
（෱ౡݝೆ૬അ市ʗฏ੒ 29年）
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
Ξɹഎܠɾ͖͔͚ͬ

平成 25 年６月、東京都第三建設事務所が都庁通りの花壇に季節の花
を飾ることを検討していた際に、宮城県の石巻市石巻中央公民館が実施
している「生き生きプロジェクト」において園芸資材が不足しているこ
とを知り、公益財団法人東京都道路整備保全公社を通じ園芸資材の提供
を行った。その後、被災地の住民等が育てた花が都内へもたらされ、都
庁通りの花壇を彩ることとなった。

Πɹ໨త
東京都と公益財団法人東京都道路整備保全公社は、被災地の復興支援、

潤いある道路空間の創出及び被災地と東京の地域間交流を
目的として、被災地で育てられた花を都道に定植する「道
で咲かせよう東北の花」プロジェクトを実施している。

΢ɹ࿈࣏ࣗܞମɾஂମ਺ʢྩ࿨̏ ೥౓ʣ
被災３県の 10 自治体と協定を締結し、被災地の合計

57 団体が活動している。

Τɹ಺༰
・被災地の自治体と調整を図り、活動団体へ園芸資材及び

種子を提供する。
・被災県産の花苗を活用し、新宿副都心４号線（都庁舎前

の歩道）の定植や定植イベントを実施する。
・都立農業系高校の協力を得て、新宿副都心４号線（都庁舎前の歩道）のプランターに生徒が育てた花苗の定

植を実施する。

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
活動団体は、図のとおり拡大傾向にある。

ୈ̒અɹʮಓͰ࡙͔せΑ͏東๺のՖʯϓϩδΣΫτ
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〈資材の提供数量の年度別推移〉

資材提供 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31／R元 R2 R3 累計

培養土 300袋 763袋 1,421 袋 1,366 袋 1,074 袋 1,122 袋 1,484 袋 1,770 袋 1,228 袋 10,528 袋

肥料 ー 54袋 292袋 102袋 12袋 144袋 404袋 443袋 251袋 1,702 袋

プランター 500個 535個 1,184 個 850個 577個 380個 410個 600個 400個 5,436 個

種子 ー ー 298袋 45袋 350袋 362袋 656袋 3,922 袋 939袋 6,572 袋

〈生育した花苗数量の年度別推移〉

生育花苗 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31／R元 R2 R3 累計

花苗 4,480 株 8,460 株 16,920 株 11,380 株 13,440 株 13,660 株 16,760 株 26,590 株 20,795 株 132,485 株

̏ɹ޿ใ׆ಈ
ΞɹເͷΈͪۀࣄに͓͚Δ 13

道路行政への理解関心を深めることを目的とした夢のみち事業の「イベント」「フォーラム」等において、
被災地の PR を行った。

（ア）イベント
新宿駅西口広場イベントコーナーで、道路関連企業によるワークショップやタレント等のパフォーマーが出

演するステージイベント等が実施されており、会場内に復興ステージや「道で咲かせよう東北の花」プロジェ
クト専用ブースを設置し、被災地の PR 活動を行った。

※令和元年度：延べ 22,000 人来場
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（イ）フォーラム
道路行政の功労者の表彰を目的としたフォーラムにおいて、被災自治体が被災地の状況や風評払拭の取り組

みを発表した。

（ウ）その他 PR 活動
広報誌「TR-mag.」やプランター看板等による活動紹介に取り組んでいる。

（エ）各年度における取組
〈平成 25 年度〉

平成 25 年６月から東京都、公益財団法人東
京都道路整備保全公社、石巻中央公民館の３者
で「道で咲かせよう東北の花」プロジェクトを
開始した。公益財団法人東京都道路整備保全公
社が被災地へ園芸資材を提供し、被災地が花苗
を育てる取組みであり、被災地で育てられた花
苗の一部を都が都庁前花壇へ定植した。

また、事業拡大や PR 強化のため、イベント　
等でパネル設置やチラシ配布を実施した。

さらに、新宿西口の大型デジタルサイネージ
において本事業を紹介したほか、新宿副都心４
号線のプランター・植栽帯に「道で咲かせよう東北の花」プロジェクトの看板を設置し広報活動に取り組ん
だ。

ʮ53-NBH�ʯࢽใ޿ ϓϥンλʔ؃൘ 新宿西ޱͷେܕσδλルαイωʔδ
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〈平成 26 年度〉
岩手県沿岸広域振興局、福島県いわき建設事

務所、福島県いわき市が新たに参画した。都で
は、定植箇所を拡大し、新宿副都心４号線歩道
上に設置するプランターへの定植を開始した。

夢のみち事業では、被災地の学生を対象とし
た標語・絵画コンクールを行い、フォーラムで
は岩手県沿岸広域振興局が花を通じた地域の活
動を発表した。

〈平成 27 年度〉
岩手県宮古市、宮城県教育庁高校教育課が新

たに参画した。
被災地で生育した花は約 17,000 株、うち都

へ提供された花苗は 2,000 株となり、東北各
地や都道を彩った。

夢のみち事業や定植イベントには多くの都民
等が参加し、フォーラムでは福島県いわき建設
事務所が、復興に向けた街並みを花で彩るため
の活動を発表した。

〈平成 28 年度〉
岩手県沿岸広域振興局大船渡土木センターが

新たに参画した。
これまでの経験を活かし、発芽率の向上やよ

り綺麗に咲かせるための工夫の話合いが活発に
行われ、花を通じたコミュニティの活性化が図
られた。

夢のみち事業のイベントでは、「道で咲かせ
よう東北の花」プロジェクトの専用ブースを設
け、親子中心に多くの都民等が参加した。
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〈平成 29 年度〉
被災地では、これまで育てたことがない花苗

の育成に挑戦する団体が見受けられた。
この年、被災地から都に提供された花苗は

2,100 株を超え、夢のみち道路愛護ポスター
コンクールの受賞者やイベント参加者が、都道
やプランターに定植を行った。定植イベントで
は、著名人が参加する等、賑わいを見せた。

〈平成 30 年度〉
福島県いわき市の「アクアマリンふくしま」

で世界水族館会議が開催され、「道で咲かせよ
う東北の花」プロジェクトに係る取組みの一環
として、会場周辺を被災県産の花で彩った。

また、夢のみち事業の新たな取組みとして、
復興ステージを実施した。復興ステージでは福
島県いわき建設事務所が被災地の復興状況等を
発表した。

〈令和元年度〉
福島県県北建設事務所、福島市が新たに参画

し、東京 2020 大会の予選会場となる福島県
営あづま球場周辺を花で彩るための新たな取組
みを開始した。当該事業は、復興支援の感謝や

「道で咲かせよう東北の花」プロジェクトの集
大成と位置づけられ、関係各所が団結し、活動
が活性化した。

夢のみち事業では、縁日の開催やお笑い芸人
等の参加により、大盛況となった。フォーラム
では、福島県県北建設事務所が福島県の復興状
況等を発表した。
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〈令和２年度〉
これまでの取組みや広報活動等により、活動

団体は 59 団体となった。
一方で、新型コロナウイルス感染拡大の影響

を踏まえ、東京 2020 大会の予選会場周辺を
花で彩る取組みは、令和３年度に延期となった。
各地では、３密を防ぎ、感染症対策を講じた上
で花苗を育成した。

また、令和３年度に向けた取り組みの一環と
して、公益財団法人東京都道路整備保全公社か
ら福島県に花苗の提供を行った。

〈令和３年度〉
～復興五輪版～

東京 2020 大会の予選会場を花で彩るとと
もに、これまでの当該事業の集大成として、被
災３県（岩手県・宮城県・福島県）と公益財団
法人東京都道路整備保全公社が連携した定植
イベント及び活動発表会を開催した。

新型コロナウイルス感染症の蔓延状況に鑑
み、下記のとおり規模を縮小して、実施した。

①福島県営あづま総合公園円形花壇の定植
　※球場周辺の地元の方のみ
② WEB を活用したオンライン活動報告会
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
東京都、福島県、国立研究開発法人産業

技術総合研究所及び公益財団法人東京都環
境公社は、平成 28 年度に福島県産の CO₂
フリー水素の活用及びそれを通じた福島県
内の再生可能エネルギー導入の推進を目指
し、協定を締結した。

ᾇ໨త

ア　再生可能エネルギーを活用して製造し
た CO₂ フリー水素の研究開発の一層の
進展を目指す。

イ　東京 2020 大会開催時における福島県
産 CO₂ フリー水素の利用を目指した連
携を行う。

ウ　再生可能エネルギーの導入拡大やエネ
ルギー関連産業の集積等により復興を目
指す福島を後押しする。

ᾈ۩ମతな࿈ܞɾྗڠ಺༰

ア　共同研究・人材交流
イ　CO₂ フリー水素等の普及を目指した広報・PR
ウ　各団体が実施する事業等への相互協力

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
平成 28 年度の協定の締結以降、産総研福島再生可能エネルギー研究所で製造した CO₂ フリー水素を都内

で活用する等、様々な取組を進めている。

ᾇڞಉڀݚの࣮ࢪ

（平成 28 年度～令和２年度）
（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所から、産総研福島再生可能エネルギー研究所へ研究員を派遣

する等、水素蓄電を活用したエネルギーマネジメント等の共同研究を実施した。

ᾈ෱ౡݝ಺のۀ࢈ϑΣΞにおけるڠऀ࢛ఆのऔ૊の঺հ

（平成 28 年度～令和元年度、令和４年度）
「ふくしま再生可能エネルギー産業フェア」（REIF ふくしま）に出展し、パネル展示等により四者協定の取

組を紹介した。

ୈ̓અɹਫૉΤωϧΪʔ׆༻ଅਐに޲けͨ࿈ܞʢ東京都ɾ෱ౡݝɾٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɾ東京都ࣾެڥ؀にΑるڠऀ࢛ఆʣ

ଊԼ૲ಒՙ݋έǻӮट.ind`   244 2023/02/22   14:47



第７અ　ਫૉΤωϧΪʔ׆༻ଅਐʹ͚ͨ޲࿈ܞʢ東ژ౎ɾ෱ౡݝɾٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɾ東ژ౎ࣾެڥ؀ʹΑΔڠऀ࢛ఆʣ

第
̍
章
౦
೔
ຊ
େ
਒
災
ͷ
֓
ཁ
ͱ

被
災
地
ͷ
ݱ
گ

第
̎
章
ൃ
災
ޙ
ͷ
౦
ژ
౎
ͷ
ର
Ԡ

第
̏
章
被
災
ࣗ
࣏
ମ
΁
ͷ

৬
һ
೿
ݣ

245

第̒ 章　ଟ༷ͳඃ災஍ࢧԉ

第
̐
章
被
災
ࣗ
࣏
ମớ
ࢢ
ொ
ଜ
Ờ΁
ͷ

೚
ظ
෇
৬
һ
೿
ݣ

第
̑
章
౎
಺
ආ
೉
ऀ
ͷ
支
援

第
６
章
多
様
な
被
災
地
支
援

第
̓
章  

౦
೔
ຊ
େ
਒
災
Ҏ
֎
ͷ

災
֐
΁
ͷ
৬
һ
೿
ݣ

ᾉ෱ౡのͪͨڙࢠΛ東京εΠιϛϧにট଴ʂ

バスツアーの実施（平成 28 年度～令和元年度）
福島県×東京スイソミル　コラボ企画として、小中学生を対象

としたクイズ大会を開催し、福島県や産業技術総合研究所の職員
も参加した。

ᾊΠϕϯτにおける׆༻

（平成 28 年度～令和元年度、令和４年度）
水素エネルギーの見える化イベント「Tokyo ミエル　スイソ」

で、AI ロボット等への給電に使用する等、様々なイベントで活
用した。

ᾋʮਫૉΤωϧΪʔͬͯԿͩΖ͏ʁʯ

オンラインクイズ大会の実施（令和２年度）
福島県×東京スイソミル　コラボ企画として、小中学生を対象

としたクイズ大会を開催し、福島県や産業技術総合研究所の職員
も参加した。

ᾌ東京 ����大ձ࣌における׆༻

（令和３年度）
選手村のリラクゼーションハウスや居住棟の一部においては、

水素を活用した。この水素については、福島県において再エネを
用いて製造された水素が活用された。

ʮ東京εイιϛルʯΛֶ͢ݟΔ༷ࢠ

Մൖ式೩ྉ電஑͔ΒϩϘοτ΁ͷڅ電

�5PLZP 2020 � 6UB .6,60
બखଜͷϦϥΫθʔγϣンϋ΢ε
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
東日本大震災や原発事故等による被害が大きな福島県

の観光振興を図るとともに、宿泊や飲食、地域特産品等
の購入等の消費活動を通じて地域経済を活性化し、復興
を支援することを目的として実施している。

ᾇπΞʔࢀՃऀ֨ࢿ

都内在住、在勤、在学の方（国民健康保険証、運転免
許証等による証明が必要）

ᾈඃ災஍Ԡ援πΞʔ֓ཁʢฏ੒ ��೥౓Ҏ߱ʣ

要件は次のとおりである。
ア　公益財団法人東京観光財団により、本事業への参加を登録された都内旅行会社が企画又は手配し、販売

する、福島県を目的地とする旅行であること（個人で宿泊等を手配した旅行は対象外）。
イ　旅行の目的は、公序良俗に反しない限り問わない（ビジネスでも可）。
ウ　【宿泊の場合】　　福島県に１泊以上宿泊する場合に、２泊を限度に割引の対象とする。
エ　【日帰りの場合】　バス又は鉄道を利用し、予め福島県内での観光・食事等を行程に組み込んだ募集型・

受注型企画旅行、手配旅行であること。出発した当日中に出発地に帰ってくる旅行で
あること。なお、前日中に出発し、車中泊する場合も日帰りとみなす。

ᾉׂҾの಺༰

宿　泊：１人１泊あたり 3,000 円（１回の旅行につき２泊まで）
日帰り：１人 1,500 円

また、福島県が実施する「福島県教育旅行復興事業」と連携し、都内の学校及び部活動等が実施する福島県
への宿泊を伴う教育旅行や合宿を支援する「福島県教育旅行復興支援事業」も併せて実施している。

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱの࣮نࢪ໛

年度 対象県
割引内容

宿泊 日帰り

平成 23年度 岩手県、宮城県、福島県 ５万泊 ―

平成 24年度 福島県 ４万泊 １万 5,000 人

平成 25年度から
令和２年度まで※１ 福島県 ２万泊 １万 5,000 人

令和３年度 ※２

令和４年度※３ 福島県 ２万泊 １万 5,000 人

˞１　֤年౓ͷ࣮نࢪ໛ɻ令和̎年౓͸新ܕίϩφ΢イルεײછ֦େ๷ࢭͷͨΊར༻ఀࢭ౳ͷ͋ؒظΓɻ
˞̎　令和３年౓͸新ܕίϩφ΢イルεײછ֦େ๷ࢭͷͨΊɺશؒظར༻ఀࢭɻ
˞３　令和４年౓͸ 10月͔ΒۀࣄΛ։࢝ɻ

ୈ̔અɹඃ災஍Ԡ援πΞʔ
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東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催に伴い、復興支援の面でも様々な関連イベントを
実施した。ここでは、その取組の一例を挙げる。

̍ɹ未来ʢ͋ͨ͠ʣ΁のಓ ����ᶳॎஅϦϨʔ
ᾇ֓ۀࣄཁ

Ξɹഎܠɾ͖͔͚ͬ
2020 年オリンピック・パラリンピック招致に係る復

興専門委員会・最終報告（平成 24 年 12 月６日付旧ス
ポーツ振興局公表）において、被災３県（岩手、宮城及
び福島）を通る「東北復興ランニングイベントの実施」
が提言された。

その後、実施に向けて被災３県からリレーコースにつ
いて意見を聞いたところ、青森県も津波被害を受けてい
るので、コースに入れてはどうかとの話があったため、
青森から東京までの被災地（全長約 1,300 キロメートル・
約150区間）をつなぐリレーとして実施することとした。

Πɹ໨త
青森から東京まで、東日本大震災で被災した地域をラ

ンニングと自転車を使い、リレー形式でつなぎ、復興へ
向けた取組や現状等を発信することで、東日本大震災の
記憶の風化を防止するとともに、全国と被災地の絆を深
める。

΢ɹ಺༰
東京都及び公益財団法人東京都スポーツ文化事業団が

連携し、東京 2020 オリンピックの開会式にあたる毎
年７月 24 日から８月７日までの 15 日間、開催した。

開催に当たっては、被災地の復興の妨げとならないよ
う、交通ルールを遵守してリレーを行った。交通規制は
行わず、基本的にランナーは歩道を走行、自転車は歩道
のない道を走行することとし、次のとおりとした。

（ア）ランニング（約１～ 10㎞、２～６人／区間）と
自転車（約 10 ～ 30㎞、１～２人／区間）で、た
すきをつなぐ

（イ）震災遺構や復興の象徴をコースに設定
（ウ）各日ごとにスタート式、ゴール式を開催
（エ）ゲストランナーとして、地元ゆかりのアスリートや著名人等が参加
（オ）小学生や障害のある方（車いす等）も参加可
（カ）専用ホームページや各日のスタート式等で、地元の観光地や特産品等を積極的に PR

1000ᶳॎஅϦϨʔͷルʔτ

ελʔτॳ೔ͷ੨৿市͔Βീށ市΁͔ͯͬ޲૸行͍ͯ͠Δ༷ࢠ
（੨৿ݝʗฏ੒ 30年౓）

ୈ̕અɹ東京���� ΦϦϯϐοΫɾύϥϦϯϐοΫٕڝ大ձ։࠵に൐͏औ૊
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ᾈ։࢝౰ॳ͔Βのऔ૊࣮੷

平成 25 年度から令和元年度まで、毎年リレーを開催し、多くのランナーが参加した。

年度
参加者（人）

ランナー 自転車ランナー 合計

平成 25年度 655 46 701

平成 26年度 786 71 857

平成 27年度 1130 86 1216

平成 28年度 1283 81 1364

平成 29年度 1530 94 1624

平成 30年度 1409 131 1540

令和元年度 1568 136 1704

̎ɹ東京 ���� ΦϦϯϐοΫ੟ՐϦϨʔ౸ணࣜ౳
ᾇΦϦϯϐοΫ੟ՐϦϨʔ౸ணࣜٴͼύϥϦϯϐοΫ੟ՐϦϨʔ都಺ूՐ ʢࣜྩ࿨̏೥౓ʣ

東京 2020 オリンピック聖火リレー到着式の都民広場で、福島県産ひまわりの装飾を行った。また、東京
2020 パラリンピック聖火リレー都内集火式では、岩手県の大漁旗、宮城県の仙台七夕飾りの装飾を行った。

άϥンυΰʔルͷ༷ࢠ（東京都ʗ令和ݩ年౓）

ΦϦンϐοΫ੟ՐϦϨʔ౸ண式（都ຽ޿৔） ύϥϦンϐοΫ੟ՐϦϨʔ都内集Ր式（都ຽ޿৔）
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ᾈඃ災஍Ώ͔Γの඼ʑのలࣔ

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を記念し、大会に込めた被災地の思いを発信するため、
都庁第一本庁舎２階ロビーで福島県産のひまわり、岩手県の大漁旗及び宮城県の仙台七夕飾りを展示し、被災
地との絆を広く発信した。

ᾉ東京 ����ΦϦϯϐοΫɾύϥϦϯϐοΫ̍प೥ه೦ηϨϞχʔʢྩ࿨̐೥౓ʣ

東京 2020 オリンピック・パラリンピック１周年
記念セレモニーでは、岩手県の大漁旗、宮城県の仙
台七夕飾り及び福島県産のひまわりで国立競技場を
装飾した。その後、大漁旗、仙台七夕飾り及びひま
わりに赤べこを加え、都庁第一本庁舎２階ロビーに
展示した。

େضړ（தԝ）ͱઋ୆ࣣ༦০Γ（ࠨӈ）（都庁第Ұ本庁ࣷ̎֊） ͻ·ΘΓ（都庁第Ұ本庁ࣷ̎֊）

ͻ·ΘΓɺେضړɺઋ୆ࣣ༦০Γ（ٕڝཱࠃ৔）

੺΂͜（都庁第Ұ本庁ࣷ̎֊） ෱ౡͷͻ·ΘΓ（都庁第Ұ本庁ࣷ̎֊）
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̍ɹ֓ۀࣄཁ
都は、スポーツの持つ力を活用し、東日本大震災で被災した方に夢や希望をもっていただくとともに、被災

地復興を支援することを目的に「スポーツを通じた被災地支援事業」を実施してきた。また、これまで築いて
きた都と被災地との絆をレガシーとして、被災３県と都の４者が協力してスポーツを通じた交流事業に取り組
んできた。

ᾇΞεϦʔτ೿ۀࣄݣ

被災３県にアスリートを派遣し、様々
なスポーツ教室等を通じて、アスリート
とともに体を動かす機会を提供した。

オリンピック・パラリンピックに出場
したアスリート等との交流や競技体験
を通じて、運動・スポーツの特性や楽し
さを味わうことで、幼児・児童・生徒の
自己実現に向けて努力しようとする意
欲やスポーツを通して共生社会の実現
に貢献しようとする機運を醸成した。

ᾈεϙʔπަྲྀۀࣄ

被災３県の少年少女スポーツ団体・チーム等を東京都内に招待し、合同練習、交流試合等のスポーツを通じ
て東京の子供たちと交流を行った。

ᾉεϙʔπ؍ઓট଴ۀࣄ

被災３県の小・中・高校生の親子を東京に招待し、都内で開催される国際スポーツ大会でトップアスリート
の競技を間近に観戦したり、大会運営状況を見学したりすることで子どもたちに夢を与え、被災地を支援した。

ᾊ東京Ϛϥιϯʢ��ᶳの෦ߴʣ ۀࣄੜট଴ߍ

被災３県の高校生を対象に、都心を駆け抜ける爽快感
や有名選手の走りを間近に感じることで、夢を与え、逆
境に立ち向かう勇気を奮い立たせる契機となるよう東京
マラソンに招待した。

佂ੴγʔ΢ΣイϒεબखʹΑΔϥάビʔΫϦχοΫ（ؠखݝ佂ੴ市ʗ令和̎年）

表জ式ͷ༷ࢠ（令和４年３月େ会）　　⡥東京Ϛϥιンஂࡒ

ୈ ��અɹεϙʔπΛ௨ͨ͡ඃ災஍ަྲྀۀࣄ
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ᾋ東京 ����大ձඃ災஍ަྲྀۀࣄ

東京 2020 大会への観戦招待と、被災地と東京都の参
加者が交流できるプログラム※の実施を通じて、被災地
を支援することを計画していたが、大会延期及び無観客
開催のため大会時に実施ができず、大会後１周年イベン
トにおいて改めて被災地との交流事業を実施した。
※　都内会場に被災県の子供達を招くとともに、被災県

である宮城県・福島県で行われる大会の観戦に東京都
及び他の被災県の子供達を連れていく事業。

ᾌεϙʔπΛ௨ͨ͡ඃ災஍ަྲྀۀࣄ

東京 2020 大会を契機に、これまで築いてきた東京都と被災地との絆をレガシーとして東北３県（岩手県、
宮城県、福島県）と連携し、東北を会場としたスポーツ交流事業を令和４年度より実施している。

̎ɹ։࢝౰ॳ͔Βࡏݱ·Ͱのऔ૊࣮੷
事業名 単位 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

／Ｒ元 R2 R3

1 アスリート派遣事業 件 6 8 12 11 12 11 10 11 7 5 3

2 スポーツ交流事業˞１ 件 3 6 7 8 5 7 7 6 6

3 スポーツ観戦招待事業˞１ 件 2 2 1 1 1 1 1 1 1

4 東京マラソン（10㎞の部）高校生招待事業˞̎ 人数 105 100 98 100 100 100 95 97 中止 - 29

5 東京 2020大会被災地交流事業˞３ 人数 - -

6 スポーツを通じた被災地交流事業˞４ 人数

˞１　令和ݩ年౓ۀࣄऴྃ
˞̎　令和̎年౓͸令和３年౓ʹԆ͞ظΕͨͨΊɺ࣮੷ͳ͠
˞３　令和̎年౓ۀࣄ։࢝　令和̎年౓ɿେ会ԆظͷͨΊ࣮੷ͳ͠　令和３年౓ɿແ٬؍։࠵ͷͨΊ࣮੷ͳ͠　˞令和４年౓͸ࢪ࣮ۀࣄ
˞３　令和４年౓新ۀࣄن

෱ౡݝͱ๽ా区ͷখֶੜ͕ͨͪαοΧʔͰަྲྀ
（๽ా区ʗ令和４年）
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ୈ ��અɹඃ災஍΁のओなϓϩδΣΫτ支援ۀࣄҰཡʢྩ࿨̐೥౓࣌఺ʣ

都では、被災地の復興を支援するため、この章で紹介したものを含め、他にも様々な取組を行ってきた。そ
れらの主なプロジェクト支援事業は、次の一覧のとおりである。

No. 所管局 事業実績 実施年度

1

総務局

ふくしま大交流フェスタ
※「ふくしま⇔東京キャンペーン」の一環として開催 平成 23年度～令和元年度

2 東日本大震災風化防止イベント 平成 26年度～

3 東日本大震災復興支援イベント「STAND UP SUMMIT」の開催 平成 26年度～令和元年度

4 味の素スタジアムでの福島県支援イベントの実施 平成 28年度～

5 東日本大震災被災地の復興に向けた姿を発信する海外向け動画の作成 平成 30年度

6 東日本大震災被災地の復興に向けた姿を発信する 360 度 VR 動画の
作成 令和元年度

7 復興応援マルシェ（東北のいま　オンライン写真展） 令和 2年度

8 復興応援動画による広報（トレインチャンネル） 令和 2年度

9 「危機管理産業展（RISCON TOKYO）」でのブース出展 令和 3年度

10 被災地ゆかりの展示物設置（被災地連携事業） 令和 3年度～

11
東北３県ふるさと市
※�福島産直市の拡充版。「ふくしま⇔東京キャンペーン」の一環とし
て開催

令和 4年度～

12 総務局
交通局

福島産直市（都営大江戸線大門駅、東京メトロ三越前）
※「ふくしま⇔東京キャンペーン」の一環として開催 平成 24年度～令和元年度

13 交通局 都営地下鉄の車内や駅における、被災自治体の PRポスター掲出 平成 23年度～

14

中央卸売市場

被災地農水産物流通支援制度による流通支援金の交付 平成 23年度～平成 24年度

15 被災県の知事によるオンラインのトップセールス 令和 2年度～

16 市場まつりにおける被災地支援 平成 24年度～

17 環境局 災害廃棄物の受入 平成 23年度～平成 25年度

18 建設局 「道で咲かせよう東北の花」プロジェクト 平成 25年度～

19

産業労働局

被災県等中小企業 R&D連携支援事業 平成 24年度～令和２年度

20 被災地応援ツアー 平成 23年度～

21 都内産品販売活動支援事業 平成 23年度～平成 24年度

22 中小企業被災地事業継続特別支援事業 平成 23年度

23 被災企業オフィス提供事業 平成 23年度～平成 24年度

24 福島県産CO2 フリー水素の利用
令和元年度～

※平成 28年に協定を締結

25
教育庁

副校長ベーシックプログラムを、被災地支援にも資するよう、長距離
移動を伴う宿泊研修として実施（令和２、3年度は新型コロナウイル
ス感染症拡大防止として資料配布で代替）

平成 25年度～令和３年度
（被災地支援事業の要素はな
くなるが、事業は継続）

26 オリンピック・パラリンピック教育における被災地等と連携したパラ
スポーツ体験交流 平成 30年度～令和元年度

27 人事委員会事務局 採用 PR活動支援（技術職員フォーラム等）
平成 25年度～

※�令和2年度～令和3年度は
オンライン開催の為、実績なし
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No. 所管局 事業実績 実施年度

28

生活文化スポーツ局

アートプログラム 平成 23年度～令和 2年度

29 ヘブンアーティスト 平成 23年度～令和 3年度

30 東京キャラバン 平成 28年度～令和元年度

31 国際交流事業
（東京国際ユース（U-14）サッカー大会） 平成 23年度～

32
スポーツを通じた被災地交流事業
（アスリート派遣事業、スポーツ招待交流事業、スポーツ観戦招待事業、
東京マラソン（10㎞の部）高校生招待事業）

平成 23年度～

33 未来（あした）への道　1000㎞縦断リレー 平成 25年度～令和元年度

34 ラグビーワールドカップ 2019被災地観戦招待事業 令和元年度

35

政策企画局
（オリンピック関係）

東日本大震災被災地復興支援映像
「2020 年。東京と東北で会いましょう。」
（本編、岩手県版、宮城県版、福島県版を作成）

平成 28年度

36 東京 2020ライブサイト in 2016 －リオから東京へー 平成 28年度

37 東京 2020ライブサイト in 2018 平成 29年度

38 熊本地震被災地復興支援映像
「2020 年。東京と熊本で会いましょう。」 平成 29年度

39

東京 2020 復興のモニュメント制作・展示事業
（※大会終了後、東北被災３県へ移設・寄贈）
〈実施体制〉
公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
／東京都／東京藝術大学／岩手県／宮城県／福島県／株式会社 LIXIL

令和元年度～令和 3年度

40 海外メディア向け被災地メディアツアー（岩手県、宮城県、福島県） 平成 30年度～令和元年度

41 東日本大震災被災地復興支援映像
「2020 年と、その先の未来へ～世界中の方々へ感謝を込めて～」 令和 2年度

42

東京 2020ライブサイト事業
※�新型コロナウイルス感染症対策のため、集客型のライブサイトを見
直し、特設WEBサイト「みんなの東京 2020 応援チャンネル」を
開設。被災地会場等ライブサイト等で実施予定だった地域団体のパ
フォーマンス動画や各県の協力による復興映像等を紹介。

令和 3年度

43
復興祈念植樹事業
〈実施体制〉
東京都、岩手県、宮城県、福島県、熊本県

令和 3年度

44

大会期間中の復興情報発信
（メインプレスセンター及び東京スポーツスクエアブースにおける展
示・復興関連動画放映、東京メディアセンターにおける復興オリンピ
ック・パラリンピックに関するオンラインブリーフィング）

令和 3年度

45 東京消防庁 東日本大震災被災者慰問演奏会

平成 23年度～令和元年度
※�令和２年度～令和３年度は
東京２０２０オリンピック
の影響により中止
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